
担当　楠田・赤坂　　　　　　　　　　　　　

ＮＰＯ法人　体験村・たのはたネットワーク

※新型コロナウイルス感染症の流行に伴い民泊の受け入れを停止しています（月４日時点）。

岩手県・田野畑村

三
陸
復
興
国
立
公
園

大
震
災
の
伝
承
と
織
り
な
す
大
自
然

ＳＤＧｓプログラムの活用を

通常営業時間：～：（月～金）（祭日・年末年始など休み）

越後田舎体験推進協議会

＊時間外でも電話してみてください

新潟県・上越市・十日町市

学
び
、考
え
る
探
究
学
習

越
後
の
体
験
と
地
域
か
ら

一般社団法人　秩父地域おもてなし観光公社

埼玉県・秩父地域

都
心
か
ら

分
、民
泊
家
庭
は

軒

東
京
に「
ち
か
い
な
か
」秩
父

教育旅行に社会とつながるＳＤＧｓプログラム

オピニオン

人
気
の
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

体験の拠点「机浜番屋群」

〒‐　岩手県下閉伊郡田野畑村北山‐
北山崎ビジターセンター内

TEL　‐‐　FAX　‐‐
E-mail:taiken-tanohata@car.ocn.ne.jp
URL:https://www.tanohata-taiken.jp/

潮騒の宿「ホテル羅賀荘」

　「大津波語り部」から生きる力を学ぶ

　
岩
手
県
沿
岸
北
部
に
位
置

す
る
田
野
畑
村
は
、
人
口
約

３
２
０
０
人
の
農
山
漁
村
で

す
。
三
陸
復
興
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
海
岸
線
に

は
、
高
さ
２
０
０
㍍
前
後
の

断
崖
が
約
８
㌔
に
わ
た
り
連

な
る
北
山
崎
や
、
弓
状
に
え

ぐ
ら
れ
た
２
０
０
㍍
前
後
の

断
崖
が
５
列
に
連
な
る
鵜
の

巣
断
崖
な
ど
の
景
勝
地
を
有

し
て
い
ま
す
。
北
山
崎
は
、

平
成

年
に
公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
が
行
っ
た
全

国
観
光
資
源
評
価
・
海
岸
の

部
で
、
世
界
に
誇
示
で
き
る

観
光
資
源
で
あ
る
と
し
て
、

最
高
ラ
ン
ク
の
特
Ａ
級
に
格

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
野
畑
村
の
豊
か
な
自
然

の
中
に
築
か
れ
て
き
た
歴
史

や
文
化
、
漁
業
、
農
業
、
酪

農
、
林
業
、
観
光
と
多
彩
な

産
業
と
人
々
の
営
み
、
そ
し

て
大
津
波
の
体
験
と
復
興
へ

進
む
姿
は
、
た
く
ま
し
さ
や

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
良

き
教
材
で
す
。
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
指
導
者
は

訪
れ
る
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
大

切
に
し
、
素
顔
と

本
音
で
真
剣
に
向

き
合
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
体
調
確

認
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
し
て
い
た
だ
き
、
各

種
体
験
実
施
人
数
を
制
限
し

な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

　
■
組
織
と
教
育
訓
練
＝
体

験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組

織
と
し
て
手
配
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
化
を
図
り
、田
野
畑
村

役
場
が
後
方
支
援
を
す
る
官

民
一
体
の
体
制
を
整
え
、学

校
や
旅
行
会
社
の
目
的
や
要

望
に
対
し
迅
速
、柔
軟
に
対

応
し
て
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ

ム
の
指
導
者
や
民
泊
家
庭

は
、定
期
的
な
研
修
を
行
い
、

漁
船
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
海
上
保
安
庁
な
ど
と
の
連

携
訓
練
を
実
施
し
安
全
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
■
民
泊（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

＝

軒
の
受
け
入
れ
家
庭
が

あ
り
、
２
０
０
人
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
す
。
隣
接
の
普

代
村
や
、
ア
ク
セ
ス
の
良
く

な
っ
た
三
陸
沿
岸
道
路
で
約


分
の
久
慈
市
な
ど
と
連
携

し
、
大
規
模
校
の
受
け
入
れ

も
可
能
で
す
。
地
域
の
人
々

が
連
携
し
て
自
然
の
恵
み
を

共
有
し
助
け
合
っ
て
き
た
営

み
を
体
験
し
、
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
心
が
成
長
し
ま
す
。

　
■
宿
泊
ホ
テ
ル
＝
３
３
６

人
の
収
容
能
力
を
持
つ
ホ
テ

ル
羅
賀
荘
は
、
宿
を
出
る
と

す
ぐ
に
体
験
現
場
と
い
う
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ホ
テ
ル
に
隣

接
の
屋
内
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
セ
レ

モ
ニ
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

多
目
的
な
活
用
が

可
能
で
滞
在
中
に

効
率
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
め
ま

す
。

　
■
机
浜
番
屋
群

＝
平
成

年
に

「
未
来
に
残
し
た

い
漁
業
漁
村
の
歴

史
文
化
財
百
選
」
に
選
ば
れ

た
机
浜
番
屋
群
。
東
日
本
大

震
災
で
流
失
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
の
支
援
で
以
前
の

面
影
を
復
元
す
る
形
で
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
漁
師

の
拠
点
施
設
で
あ
る
と
と
も

に
、
塩
づ
く
り
や
番
屋
料
理

な
ど
の
体
験
が
で
き
る
観
光

拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
お
奨
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
◆
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
＝
三
陸
地
域
の
観
光

振
興
を
け
ん
引
す
る
サ
ッ
パ

船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
。漁

に
使
う
小
型
漁
船（
サ
ッ
パ

船
）に
乗
り
、断
崖
直
下
や
岩

礁
の
間
を
縫
う
よ
う
に
航
行

す
る
漁
師
の
勇
姿
に
気
迫
を

感
じ
ま
す
。洋
上
や
漁
港
で

の
体
験
は
漁
業
の
厳
し
さ
や

漁
師
の
知
恵
を
伝
え
ま
す
。

　
◆
大
津
波
語
り
部
＝
平
成


年
３
月

日
に
村
を
襲
っ

た
大
津
波
は
、
住
家
や
施
設

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
尊
い

命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
被

災
地
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
の
日
こ

の
場
所
で
起
こ
っ
た
こ
と
。

そ
し
て

年
の
歳
月
の
中
で

懸
命
に
復
旧
・
復
興
を
続
け

て
き
た
こ
と
。
当
時
を
知
る

ガ
イ
ド
か
ら
防
災
へ
の
備

え
、生
き
る
力
を
学
び
ま
す
。

　
◆
塩
づ
く
り
体
験
＝
か
つ

て
三
陸
沿
岸
一
帯
で
行
わ
れ

て
い
た
塩
づ
く
り
を
昔
な
が

ら
の
製
法
で
体
験
で
き
ま

す
。大
量
の
海
水
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
塩
の
量
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
。歴
史
を
学
ぶ
こ
と

で
、い
か
に
塩
が
貴
重
で
あ

っ
た
か
を
実
感
で
き
ま
す
。

信濃川でのラフティング

〒‐　新潟県上越市安塚区安塚－
雪だるま財団内

TEL　‐‐　FAX　‐‐
http://www.echigo-inakataiken.jp/

e-mail taiken@yukidaruma.or.jp

ブ
ナ
の
森
を
散
策

田植え体験の光景

　
新
潟
県
上
越
市
・
十
日
町

市
に
は
田
舎
ら
し
い
風
景
・

暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
自
然
と
自
然
の
つ
な
が

り
、
自
然
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
考
え
、
そ
の
さ
ま

ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
暮
ら
し

や
体
験
、
人
と
の
交
流
の
中

で
、
肌
や
心
で
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
受
け
入
れ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
が
ち

な
自
然
へ
の
配
慮
、
人
へ
の

思
い
や
り
、
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
短
い
時
間
の
中
で

伝
え
て
い
き
ま
す
。
地
域
で

は
受
け
入
れ
の
た
め
の
研
修

会
や
反
省
会
、
あ
る
い
は
視

察
や
学
校
訪
問
な
ど
を
実
施

し
、
地
域
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
自
ら
学
び
・
楽
し
ん
で

地
域
で
事
業
に
取
り
組
み
、

「
具
体
的
な
体
験
か
ら
の
気

づ
き
」
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
人
と
ひ

と
を
つ
な
ぐ
「
越
後
田
舎
体

験
」
で
心
高
ま
る
体
験
・
交

流
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
■
プ
ロ
グ
ラ
ム
例

　
越
後
田
舎
体
験
エ
リ
ア
で

あ
る
上
越
市
と
十
日
町
市
に

お
い
て
、
施
設
、
地
域
と
の

関
わ
り
の
中
で
田
舎
の
暮
ら

し
や
文
化
、
農
業
、
食
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
そ

こ
で
暮
ら
す
方
々
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地

域
や
自
ら
の
生
き
方
を
考
え

て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　
農
村
の
く
ら
し
＝
農
村
生

活
の
中
で
は
、
食
品
ロ
ス
や

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
、

あ
る
い
は
自
然
と
調
和
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

情
報
な
ど
で
の
学
び
が
あ

り
、
行
動
に
移
す
た
め
の
気

づ
き
が
あ
り
ま
す
。

　
手
描
き
友
禅
染
＝
き
も
の

の
ま
ち
十
日
町
市
で
は
手
描

き
友
禅
染
体
験
が
で
き
ま

す
。
時
間
が
あ
れ
ば
工
場
見

学
も
可
能
で
す
。

　
雪
里
の
ブ
ナ
林
＝
日
本
海

側
の
多
雪
地
の
ブ
ナ
は
標
高

２
０
０
㍍
前
後
、
民

家
の
す
ぐ
そ
ば
に
ブ

ナ
林
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
林
を
観
察
す

る
こ
と
で
、
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

私
た
ち
の
生
活
は
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
学
び
ま
す
。

　
稲
作
（
田
植
え
・

稲
刈
り
な
ど
）
＝
平

野
部
の
田
か
ら
山
間

部
の
棚
田
ま
で
は
標

高
差
が
あ
り
、
５
月

上
旬
か
ら
６
月
上
旬
ま
で
田

植
え
が
で
き
ま
す
。
一
般
的

な
体
験
は
田
植
え
、
稲
刈
り

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

農
家
の
人
は
常
に
稲
の
発
育

状
況
を
観
察
し
な
が
ら
、
水

の
管
理
、
除
草
（
草
刈
り
）

な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
信
濃
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
＝

比
較
的
緩
や
か
な
流
れ
の
信

濃
川
を
川
の
流
れ
と
米
作
り

の
大
地
を
感
じ
な
が
ら
ボ
ー

ト
で
下
る
コ
ー
ス
で
す
。
チ

ー
ム
が
一
つ
に
な
っ
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
す
。

　
雪
の
利
活
用
を
学
ぶ
＝
雪

室
と
は
、
雪
国
な
ら
で
は
の

天
然
の
冷
蔵
庫
で
す
。
上
越

市
安
塚
区
で
は
雪
を
活
用
し

た
施
設
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
施
設
見
学
、
話
、
体
験

も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　
高
田
の
雁
木
の
町
家
巡
り

＝
豪
雪
地
域
の
雁
木
の
町
家

の
今
と
昔
の
暮
ら
し
を
学
び

ま
す
。

　
火
焚た

き
体
験
＝
林
の
様
子

を
学
び
、
た
き
木
を
集
め
、

火
を
た
き
ま
す
。

【プログラム例】
施設：田舎体験の宿
テーマ：田舎で暮らす（例）　
日程：１泊２日または２泊３日　
受け入れ可能人数：人～（宿泊施設など
により異なる）　
学習のスケジュール案（泊日、泊日）
事前学習　事前に地域のことを調べる
講話　受け入れ地域の方が講師となり、自
らの仕事・活動・考え方などを語る。農業、ブ
ナ林、高齢化、田舎の観光、Ｉターンなどの
テーマを設定＝所要時間時間程度
体験　①地域探索②農業体験③ブナ林（自
然）散策④ものづくり（作って使う）⑤季
節のもので料理⑥川の体験（ラフティング）
⑦海の体験（釣り・乗船など）―など＝体
験時間は各２～３時間
振り返り　聞いたこと、体験したことをま
とめ、発表する＝所要時間は２時間程度
事後学習　探求学習の感想、自分の生活の
中で取り組みたいことなど

み
ん
な
で
田
植
え
体
験

受
け
入
れ
家
庭
で
の
農
作
業
体
験

　　　　自然を感じ、チームワークを育むラフティング

　　全員で料理して「いただきます」

〒‐　埼玉県秩父市熊木町‐
秩父ビジネスプラザ

TEL　‐‐　FAX　‐‐
E-mail:info@chichibu-omotenashi.com

URL https://www.chichibu-omotenashi.com/

　
埼
玉
県
の
秩
父
地
域
は
、

東
京
都
心
か
ら
約

㌔
圏
内

（
バ
ス
、
電
車
で
２
時
間
以

内
）
で
あ
り
な
が
ら
、
ユ
ネ

ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
「
秩
父

祭
」
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
や

伝
統
文
化
、
素
晴
ら
し
い
自

然
、
ま
た
、
人
情
に
あ
ふ
れ

た
地
域
で
す
。

　
歴
史
の
教
科
書
の
中
で

は
、
「
和
同
開
珎
」
「
秩
父

事
件
」
な
ど
が
有
名
で
、
地

学
の
面
で
は
〝
日
本
地
質
学

発
祥
の
地
〟
と
し
て
「
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
も
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
感
動
の
人
気
ア
ニ
メ
「
あ

の
日
見
た
花
の
名
前
を
僕
達

は
ま
だ
知
ら
な
い
。
」
や
映

画
「
心
が
叫
び
た
が
っ
て
い

る
ん
だ
。
」
「
空
の
青
さ
を

知
る
人
よ
」
の
舞
台
に
も
な

っ
た
ア
ニ
メ
の
聖
地
で
も
あ

り
、
現
在
全
国
で
一
番
歌
わ

れ
て
い
る
卒
業
ソ
ン
グ
「
旅

立
ち
の
日
に
」
の
発
祥
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。

　
風
光
明
媚
で
豊
か
な
自
然

も
残
っ
て
お
り
、
四
季
を
通

じ
た
観
光
要
素
も
多
く
あ
る

地
域
で
す
の
で
、
老
若
男
女

問
わ
ず
、
今
や
人
気
が
高
ま

っ
て
い
る
観
光
地
で
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
秩
父
地
域
で
行
わ
れ

る
民
泊
で
は
、
約
１
５
０
軒

の
登
録
家
庭
が
１
軒
３
～
４

人
の
少
数
単
位
で
生
徒
た
ち

を
迎
え
、
名
物
で
あ
る
そ
ば

・
う
ど
ん
打
ち
を
は
じ
め
と

し
て
、
地
域
独
特
の
生
活
を

感
じ
ら
れ
る
田
舎
料
理
を
一

緒
に
作
り
、
食
事
や
畑
仕
事

な
ど
、
常
に
一
緒
に
行
動
し

ま
す
。
民
泊
で
生
徒
た
ち
を

お
預
か
り
し
て
い
る
間
、
ほ

ん
も
の
の
家
族
同
様
、
家
庭

の
一
員
と
し
て
田
舎
の
生
活

体
験
や
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

　
季
節
に
よ
っ
て
は
学
校
、

ク
ラ
ス
単
位
で
、
首
都
圏
の

貴
重
な
水
資
源
と
な
っ
て
い

る
荒
川
を
活
用
し
た
川
下
り

や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
自
然
の

中
で
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
や

渓
流
釣
り
、
田
植
え
体
験
、

日
本
百
観
音
霊
場
で
あ
る

「
秩
父
札
所

ケ
寺
」
で
行

わ
れ
る
座
禅
、
竹
細
工
な
ど

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

自
然
、
文
化
を
体
感
で
き
る

豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
組
織
で
あ
る
「
一
般
社
団

法
人
　
秩
父
地
域
お
も
て
な

し
観
光
公
社
」
は
、
行
政
と

も
密
接
に
連
携
し
て
お
り
、

秩
父
医
師
会
と
連
携
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や

秩
父
消
防
本
部
に
も
受
け
入

れ
の
際
に
は
事
前
に
お
知
ら

せ
を
し
て
、
万
が
一
の
緊
急

時
に
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
対

応
す
る
準
備
も
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
学
校
や
家
庭

が
望
む
ニ
ー
ズ
に
も
可
能
な

限
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
バ
ス
で
は
修
学
旅
行
で
人

気
の
高
い
国
会
議
事
堂
か
ら

約

分
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
約
１
１
０
分
。

首
都
高
、
関
越
道
経
由
・
花

園
Ｉ
Ｃ
下
車
、
国
道
１
４
０

号
を
利
用
。
鉄
道
で
は
、
Ｊ

Ｒ
山
手
線
池
袋
駅
か
ら
西
武

鉄
道
の
特
急
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー

号
（
全
席
指
定
）
で
西
武
秩

父
駅
ま
で
約

分
。
都
心
か

ら
一
番
近
く
て
、
一
度
に
約

３
０
０
人
ま
で
受
け
入
れ
可

能
な
の
が
秩
父
地
域
の
民
泊

で
す
。
東
京
へ
の
修
学
旅
行

に
〝
ち
か
い
な
か
　
秩
父
〟

の
民
泊
を
取
り
入
れ
、
人
情

あ
ふ
れ
る
田
舎
の
生
活
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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夏
休
み
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
、

首
都
圏
や
関
西
圏
な
ど
都
市
部
の

多
く
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
の
緊
急

事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
な
ど
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
な
ら
で
は
の
野
外
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行
や
帰
省
な
ど
多

く
の
活
動
が
自
粛
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
開
催
さ
れ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
せ
っ
か
く

の
自
国
開
催
で
あ
り
な
が
ら
ほ
ぼ

無
観
客
と
な
り
、
会
場
で
の
生
の

観
戦
が
か
な
わ
ず
テ
レ
ビ
観
戦
と

は
な
り
ま
し
た
が
、
史
上
最
高
の

メ
ダ
ル
獲
得
数
と
な
る
な
ど
、
日

本
人
選
手
の
目
を
見
張
る
活
躍
は

多
く
の
国
民
に
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は

全
国
各
地
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
収
束
ま
で
は
ま

だ
遠
い
道
の
り
に
な
り
そ
う
で

す
。
東
京
の
感
染
者
は
８
月
５
日

に
は
５
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
来
日
し
た
外
国
人

は
数
万
人
で
、
そ
の
中
で
期
間
中

の
累
計
感
染
者
は
１
５
１
人
で
あ

り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
査
で
の

陰
性
が
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

か
、
予
想
よ
り
少
な
く
感
じ
ま
し

た
。
修
学
旅
行
を
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
と
関
わ
る
活
動
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
と
検
査
陰
性
が
条
件
と
な

り
、
互
い
が
安
心
で
き
る
構
図
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

当
た
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人
権
の

問
題
、
期
間
中

万
個
に
上
る
弁

当
廃
棄
な
ど
食
品
ロ
ス
の
問
題
も

起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
中

で
山
火
事
が
起
こ
り
、
豪
雨
災
害

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖

化
が
原
因
だ
と
す
る
説
に
異
論
は

少
な
く
、
Ｃ
０

削
減
は
急
務
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

絡
む
い
く
つ
も
の
問
題
が
露
呈
し

ま
し
た
。

　
中
学
生
が
社
会
人
と
な
る
２
０

３
０
年
に
は
ど
の
よ
う
な
世
界
に

す
れ
ば
い
い
の
か
、
学
校
の
教
室

の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
現
場
で
学

ぶ
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
で
失
っ
た
人
と

の
交
流
が
極
め
て
重
要
な
教
育
の

要
素
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
教
育
民
泊
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
地
域
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
遠
く
へ
行
き
た
い
と

す
る
観
光
的
な
旅
行
か
ら
、
何
を

考
え
、
ど
こ
で
、
何
を
し
て
、
誰

に
学
ぶ
の
か
な
ど
の
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
践
に

よ
る
内
容
と
教
育
効
果
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
区
切
り
と
さ
れ
た
２
０
３
０
年

ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。

　
２
０
２
２
年
以
降
の
修
学
旅
行

を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
機
会

に
は
、多
様
な
要
望
に
応
え
ら
れ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
体
験
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
進
行
を
す
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
な
ど
の
地
域
人
材
の
養

成
も
し
な
が
ら
、
受
け
入
れ
態
勢

整
備
を
し
て
い
る
、
今
特
集
で
掲

載
の
地
域
を
お
選
び
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
長
／
全
国
教
育
民
泊
協
会

会
長
／
株
式
会
社
体
験
教
育
企
画

代
表
取
締
役
　
　
　
　
藤
澤
安
良


